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救いの喜び(Ⅱサムエル記6:20-23)
　神様の恵みによって、せっかく信者になったのに、信者の特権である信仰生活をなかなか楽しむことができないクリスチャンが少なくありません。そうすると、信仰の成長がなかなか見られなくなり、何かがあるたびにそれに引っかかって倒れて、そこで悩むようになってしまいます。なぜ信者なのに力強くどんな状況においても勝利の道をしっかりと歩むことができず、信仰生活を楽しむことができないのでしょうか。いろいろな理由があるでしょうけれども、いちばん大きな理由は、救いの喜びがないからです。あるいは、救いの喜びを失ってしまったというところに大きな理由があると思います。つまり、信者にとって神様から与えられた救いを心から喜ぶということは、すべての始まりであり、また、いやしの力となり、勝利の武器になるものです。キリスト教の核となるテーマと言いますと、それは言うまでもなく救いです。そして、信仰生活の核となるものと言いますと、何かを一生懸命がんばる前に、その救いを心から喜ぶこと、それが信仰生活の核となるものです。そして、神様の答えの始まりというのは、結局その救いの喜びがあるかないかによって分かれるようになるものです。
　今日の聖書の箇所を見ますと、ダビデが悔い改めて、契約の箱を自分のところ、エルサレムに迎えるために移動する場面です。一瞬、神様のことを勘違いして滞ってしまいましたが、悔い改めて契約の箱を迎えることになりました。その喜びのあまりダビデは、たぶん自分の裸が皆にさらけ出されるほど踊りまくっていたようです。それがダビデの救いに対しての喜びでした。しかし、それを見ていたダビデの妻、サウル王の娘だったミカルという人は、後からダビデを攻めるようになります。「なんでそんなにみだらな恥ずかしいことをしてしまったのか」という話をしていたら、ダビデは「あなたがそういうことを言っていても私はこの喜びは止められないよ」というような内容の話をしました。そして、結局ミカルは死ぬときまで子どもがなかったと書かれています。分かりやすく申し上げると、救いの喜びが理解できていない場合には、神の答えになかなかつながることができないということでしょう。このダビデの喜びは、普通の人が見たときには理解できないものだったかもしれません。しかし、神様はそれを心から喜んでおられました。その後、ダビデはまた勝利の旅程を歩むようになったということを私たちは知っています。つまり、信者というのは、神様からの救いを心から喜ぶものです。そして、それが信者にとっていちばん大事な信仰生活の土台です。

改めて申し上げましょう。信者は神様からキリストを通して与えられました救いを心から喜ぶものです。そして、その救いの喜びは、この世の理解と世の常識などをはるかに上回る、それでは到底理解できない、世の理解になかなか収まらないようなあふれんばかりの喜びです。ミカルがダビデの喜びを理解できなかったのと同じように、クリスチャンの救いの喜びを世の人々がどうして理解できるのでしょうか。そこに理解を求めるということは愚かなことです。信者の最高の祝福は、救いのことを喜ぶことであり、その喜びは世の常識をはるかに超える喜びです。ですから、それは無条件的な喜びといえるでしょう。自分に才能がない、人間的に他人と比べたときにいろいろな弱点があるかもしれません。実際社会的に指を指されるような、あるいは阻害され、無視されるような条件を抱えているかもしれません。そういうことと全く関係なく、それを乗り越えて喜ぶことが救いの喜びです。別の言葉で申し上げると、救いの喜びは絶対的な喜びです。どんな状況であろうが、どんな問題にぶつかろうが、そういうことを乗り越えて、この喜びは止められません。それがクリスチャンだけに許されている救いの喜びというものです。たとえ死の影の谷を歩くことがあっても、炎の中に入れられることがあっても、食べ物に困る

状況に置かれることがあっても、周りから攻撃を受けることがあっても、ときには自分の弱さのゆえにミスを犯したり、過ちを犯したときでさえ、この喜びは止められません。それがクリスチャンの救いの喜びというものです。言葉を変えますと、どんなものでも奪うことのできない、何ものによっても奪われることのできない喜び、それこそが神様がキリストによって与えられたクリスチャンだけに許されている救いの喜びというものです。

今日の聖書に紹介されているのは、ダビデが書いた詩篇です。詩篇のほとんどはダビデの作品ですが、その詩篇の内容のほとんどがダビデが言葉には言い表すことができないほどの様々な苦難をくぐり抜けて、様々な試練にあっている話です。そこでもがくときもあるし、訴えるときもあるし、嘆くときもありますが、それにも関わらず神様からの救いの喜びを奪われることがありませんでした。神様はほめたたえられるべき唯一の方である、それが詩篇のテーマです。ダビデは、そのように自分の生涯、人生を通して体験し、おあかしをしていたわけです。サウル王から追いかけられて逃亡者の生活をしていたそのときでも、ダビデはこの救いの喜びを忘れることなく、だから神様への賛美を忘れることがありませんでした。それがクリスチャン、信者の喜びというものです。皆さんは何のことで喜び、また何で悲しむのでしょうか。救いの喜び、これこそが信者の私たちの喜びであり、誰も、何ものによっても奪われることのない、止められない喜びです。この救いの喜びを本当に心から味わっている人であれば、勝利は間違いありません。サタンが攻撃するのに、その隙を見ることができません。暗やみの力が踏み砕かれるようになります。いやしの祝福を体験するようになるでしょう。新約の時代においても、特にパウロを通してそういうことを私たちは見ることができます。
ダビデが詩篇を書いたように、パウロは手紙を書きました。パウロの書簡のほとんどがその喜びを綴っているものです。エペソ1：3を見ますと、パウロは刑務所の中にいたのにも関わらず、キリスト・イエスの父のなる神様がほめたたえられますようにと書いています。私は天にある霊的すべての祝福をいただいているものなのだと神様をほめたたえつつ、刑務所の中にいるのにも関わらず、自分が受けていたその救いを心から喜んでいる姿が見られます。ピリピ3：1。これも同じく刑務所の中で書いた手紙です。「最後に、私の兄弟たち。主にあって喜びなさい。前と同じことを書きますが、これは、私には煩わしいことではなく、あなたがたの安全のためにもなることです」。刑務所の中で外にいる人間に向かって喜びなさいというのは、自分はここにいるのですが、喜びにあふれているのだよというおあかしでしょう。そうでなければ、刑務所にいる人間が、険しい最悪の状況に置かれている人間が、そうでない良い環境にいる人に向かって喜びなさいということが言えるでしょうか。Ⅰテサロニケ5：16、ただの喜びではありません。「いつも喜んでいなさい」と勧めています。何があっても、どんなことがあっても、どういうときでも、この救いの喜びは消えることもなく、奪われることもありません。これが救いの喜びです。
　もうひとり、ペテロからもそういうことが見られますが、ペテロも怖くてイエス様を三度も目の前で否定した、そういう過ちを犯していた弱い人間です。しかし、救いが自分のものであり、その救いの喜びを味わっていたので、迫害の中でペテロはⅠペテロ1：8-9でこのように勧めています。「あなたがたはイエス・キリストを見たことはないけれども愛しており、いま見てはいないけれども信じており、ことばに尽くすことのできない、栄えに満ちた喜びにおどっています」。このペテロの手紙というのは、迫害によって全地に散らばっていた、大きな苦しみを受けていた信者の人々に向かって書いた手紙です。そのような状況にあるのにも関わらず、皆が喜び踊っているのではないか。それが救いではないのか。何があなたがたの救いを忘れさせるのか。何があなたがたの救いの喜びを忘れさせ、また奪おうとしているのか。試練が自分の思い通りに早く終わらないから、問題が速やかに消えてなくならないからといって、この救いの喜びから離れることはできません。私たちはキリストの血潮によって救われたものなのです。救いの喜びは、ミカルのような人間が見たときには到底理解できないものです。世の常識、世の理解などをはるかに超えて止められない、奪われることのできない喜びです。礼拝を捧げている兄弟姉妹の皆さん、ぜひこの救いの喜びを回復していただきたいと心から願います。いろいろな課題があるでしょう。様々な問題、悩みごとがあるかもしれません。また、人には言えない、隠している何かの悩み、罪があるかもしれません。そういうことによって、キリストの十字架によって私たちに与えられているこの救いの喜びを失っていてはいけません。むしろ、だからこそ、この救いの喜びを回復して、そこにフォーカスを合わせるべきではないでしょうか。

なぜ救いの喜びは、この世にはその例を見ることができない、不思議でしょうがない、止められない喜びなのでしょうか。その神様からキリストによって与えられた救いは、何ものにも比べることができない神様の最高のプレゼントだからです。いろいろなことがあるでしょうけれども、救いにフォーカスを合わせるようにしましょう。一時でもこれは忘れてはいけません。皆さん、考えてみてください。私たちが救われる以前は、どのような人間、どのような状態だったでしょうか。私たちは、神様なんかいない、自分がまるですべてであるかのように、自分中心で、自分さえ良ければと生きてきたのではないでしょうか。お金さえあれば幸せになるだろうという次元で人生を営んできたのではないでしょうか。そして、成功さえあれば、そのような幸せが手に入るだろうというような低次元の、まるで動物的な次元で人生を頑張って……………。
〈17：18～18：37まで、録音音声が途切れてしまっているため書き起こしができませんでした。〉

…ですから、頑張る人でも、ふざける人でも、どっちにしてもマタイ11：28、すべて、疲れて、重荷を負っている者は、人生疲れるしかありません。頑張っても残るのは虚しさ以外には何もないのです。そして、誰も信じないでしょうけれども、聖書には明確に私たちに訴えています。ヘブル9：27「人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっている」とあります。こういう者でした。ここから自力では一歩も出られません。だから、滅びの運命というわけです。私たちが救われるまでは、このような状態でした。このような私たちを愛して、神様は一方的な恵みをもって私たちに救いを与えられたのです。ローマ5：8、私たちがまだ罪人であったときに、イエス・キリストを十字架に引き渡されて、私たちに対する神様ご自身の愛を明らかにしておられるとあります。これが救いです。私たちがまだ罪人であったときに、自分が罪人なのかどうかも知らずにさまよっていたそのときに、私たちと相談もせずに一方的な愛と恵みをもってキリスト・イエスを十字架に引き渡され、私たちに救いが与えられました。エペソ2：8にも、神の恵みのゆえに、信仰によって救われた。これはあなたがたから出たものではなくて、神様からのプレゼントなのだ。神様から与えられた賜物なのだと書かれています。イエス・キリストが私たちの代わりに十字架で死なれることによって、滅びるしかない罪人である私たちが救われるようになりました。救いの祝福が与えられました。誰でもこのイエス・キリストを信じるものは救われるように道を開いて私たちに与えられたわけです。救いというものは、この神の恵みに乗り、この神様の愛を素直に受け入れて、イエス・キリストを救い主として信じるときに与えられるものです。そのときにローマ8：1-2、もう二度と罪に定められることなく、いのちの御霊の原理によって、罪と死の原理から、解放されるようになりました。…
〈21：31-21：37まで、録音音声が途切れてしまっているため書き起こしができませんでした。〉

どのような罪でも根本からきよめられて、悪魔の手から完璧に解放され、のろいと滅びの運命から完全に自由になること、これが救いです。もう二度と罪に定められることなどはありません。それだけでも感謝なのに、それだけでも喜びなのに、救いというものは、そのように罪がきよめられるだけではありません。ヨハネ1：12「受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった」。神を「アバ。父」と呼ぶことができる神の子どもとして身分が変えられます。つまり、名札が与えられるわけではありません。存在そのものがまるごと作り変えられるようになったということなのです。どのようにそうなってしまうのでしょうか。Ⅰコリント3：16 、あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。これが救われたということです。皆さんの上辺が、外見が変わっていないとしても、また様々な試練があったとしても、それは基準ではありません。イエス・キリストを信じて受け入れるその瞬間、三位一体の神様が聖霊を通して内側に入って離れることなく永遠にともにおられるようになります。ですから、私たちの肉体が神の神殿と呼ばれる存在に作り変えられることです。これが救いです。
どのような人間がそうなるのでしょうか。人間には一度死ぬことと死後にはさばきを受けることが定まっています。あなたがたは、あなたがたの父、悪魔から出たものであり、生まれながら神の御怒りを受けるしかないものだった者が、このように作り変えられたことが救いなのです。これは普通に人間の理解の中であり得ることでしょうか。不思議で、不思議でしょうがないことです。どのようにして地獄の子だった人間が、神様を「アバ。父」と呼ぶことができる神の子どもになったのでしょうか。考えられません。ただただ感謝するしかありません。その感謝と感激による喜び、これがいやしなのです。いやしのために、他のなにかを求めたりせずに、救いの喜びを回復していただきたいと思います。ヨハネ14：16-17、イエス様がおっしゃいました。「わたしは父にお願いします。そうすれば、父はもうひとりの助け主をあなたがたにお与えになります。その助け主がいつまでもあなたがたと、ともにおられるためにです。その方は、真理の御霊です。世はその方を受け入れることができません。世はその方を見もせず、知りもしないからです。しかし、あなたがたはその方を知っています。その方はあなたがたとともに住み、あなたがたのうちにおられるからです」。いつまでもともにおられるようになります。これが救いというものなのです。救われたということは、教会に入籍した、入会したということではありません。何か困ったことがあったのに、それが良くなったねという単純な話ではありません。滅びるしかない、自力ではどうしようもできない罪から抜け出して、その罪が完璧にきよめられて、神様が聖霊を通していつまでもともにおられる新しい存在に作り変えられること、これが救いです。だから、パウロは、救われたことをこのように説明しています。ローマ8：29-30「なぜなら、神は、あらかじめ知っておられる人々を、御子のかたちと同じ姿にあらかじめ定められたからです」。救われたというのは、その人がイエス様と同じかたちになったということです。「それは、御子が多くの兄弟たちの中で長子となられるためです」。イエス様が長子で、私は次男坊、また次女なのです。理解できますか。これが救いです。
誰がなのでしょうか。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らで、空中の権威を持つ支配者、悪魔、サタンに従って偶像崇拝をしていた罪深い人間が、イエスのかたちに作り変えられる。これに対しての喜びです。「神はあらかじめ定めた人々をさらに召し、召した人々をさらに義と認め、義と認めた人々にはさらに栄光をお与えになりました」。キリストの栄光が私たちに与えられました。義と認められたわけです。何も自分自身のことで引っかかることなどはありません。二部の礼拝では、そのことをもう少し詳細に申し上げるつもりですが、救いはこのような不思議なことであり、神秘的な話であり、しかし、実際的な内容です。これが救いです。教会がこの救いについて、聖書にある通りに霊的な次元で正しくおあかししていかないと、教会は変わって、またこの世と妥協していくものに転落してしまいます。どんなに規模が大きくなったとしてもです。いちばん大切なのは救いを正しく理解して、その救いを喜ぶことであり、本当に正しく理解すればこの喜びは止められません。どんな辛いことがあっても、これは止められません。辛い中で痛みを抱えつつ、それでもキリストの御名をほめたたえ、救いを喜ぶ告白をする者がクリスチャンであり、不思議な存在なのです。「何もかもすべてが平坦になったので感謝します」。もちろんそれもあるでしょうけれども、キリスト教はそんなにシンプルなものではありません。そんなに浅いものではありません。死の影の谷を歩きながら、痛みを抱えつつ、痛い、痛いと叫びながら、しかし、救いの喜びは消えないのです。これが救いの喜びです。サタンが一番恐れることです。レムナントでも小さい子どもでも、なかなか耐えられない様々な問題にぶつかるかもしれません。それが自分でもそう思うし、周りから見たときにもなぜなのかと疑問を持って心配になって見るかもしれません。でも、先週も申し上げましたように、神様が愛をもってこの救いの喜びの方に釘を刺してもらうために、悪霊の働きを許されるわけです。オンリーイエスになってもらうために神様がなさっていることなので、それを正しく見て、祈ってフォローしていかないといけないでしょう。ただの心配はあまり役に立ちません。ですから、周りから見て祈る人が、まず消えない、止められない、妨げることができない救いの喜びにあふれるということが大切なものではないでしょうか。これが救いです。神様とワンネスになりました。何回も申し上げますが、暗やみの世界から見たときには私たちは神に見えるのです。モーセも神に見えたという話がありますね。それが救いなのです。だから、エペソ1：23、すべてを満たす方によって満たされているキリストのからだなる教会と呼ばれるようになることなのです。これが救われたということです。

皆さん、自分自身のことをただ自分の能力や、自分の外見や、自分の人格などによって、それだけで評価していてはいけません。それはもちろん参考にしないといけない内容でしょうけれども、救いをもって、キリスト・イエスを通して神様から与えられている救い、その救いを通して自分自身を見直していかないといけません。今現在、何かの葛藤を覚えていたり、何か思うようにうまくいかない、そして、そのことによって心苦しくなっていることがあれば、それを「救いの喜びを回復しなさい。キリストにある救いを喜びなさい」というサインとして受け止めていきたいと願います。クリスチャンは何かを頑張ろうとする以前に、救いを喜ぶことを優先するものです。救いの喜びの上に立っている頑張りでなければ、その頑張りは疲れを生む以外には何もありません。何かの結果を生み出すようになるでしょうけれども、それが本当の幸せにつながるものでもありません。ですから、「頑張ろう。よりよい人間にならなくちゃ」と思う以前に、キリストにある否定できない、混ぜることができない、このすばらしい救いを喜ぶこと、これを先にやってください。それを優先しましょう。皆さん、素直になって神様にこういう願いを持ってください。今皆さんはどのような願いを持っていらっしゃるのでしょうか。「神様。救いの喜びを分かるようにしてください」。あるいは「救いの喜びを回復させてください」。このような願いをもって、祈りの時間を決めてください。そのときに「こうしてください。ああしてください」ということではなくて、今申し上げました聖書にある通りのキリスト・イエスにある救い、正しい救いが何なのかということをじっくり真剣に吟味して考えるようにしましょう。「救いの喜びを与えてください。救いの喜びを回復させてください」という願いをもって、祈りの時間を持ってください。そこで救いをじっくりと正しく、それと見つめ合って考えて、考えて、そして、それが自分のものだ、だから喜ぶよとなるまで考えてください。レムナントでも難しいことではありません。救いの喜びというものは、人間のIQとは関係ありません。信者であれば誰にでも分かるようになります。ですから、いろいろなことがあるでしょうけれども、私が保証します。置いておいて、逆にそれが救いの…………
〈34：33～34：49まで、録音音声が途切れてしまっているため書き起こしができませんでした。〉
…喜びが沸き起こるようなことがなくても、繰り返し、繰り返しやってみてください。なぜすぐに沸き起こることがないかというと、私たちは救われる以前、肉のかたまりだったので、このいのちの祝福にとてもとても鈍いわけです。でも、救われた以上、聖霊様が悟りを与えられるはずなので繰り返し、繰り返し、その救いの喜びを与えてくださいという願いをずっと持って、祈りの中で救いを考えてみてください。

　今回、リーダー修練会が中止となりました。本当は開講メッセージを頼まれていたので、そのときにレムナントたちにこういう話をするつもりだったのです。もちろん237国、すごいメッセージが契約としてこれから与えられます。そのような大事な存在なので、一つお聞きしたいのです。皆さん、イエス様を信じているのでしょうか。愚かな質問でしょうけれども、なぜ信じているのか。なぜイエス様を信じないといけないのか、信じなければだめなのかと素直に自分自身に問いかけてみてください。そして、私の経験から申し上げると、自分の罪だと思っていること、人には言えず隠しているもの、ともかくこれはまずいなと思うこと、あるいは過ち、失敗、困ったこと、苦しみなど、他の人とフォーラムなどせずに、それを素直に罪だと告白してみてください。そして、そのために十字架でイエス・キリストが血を流されて死んだということとマッチさせて考える時間を持ってください。そうすると、なぜイエス様を信じないといけないのかが分かります。イエス様を信じると言いながら、親に連れられてなんとなく教会に通っていると、自分でなぜイエス様を信じるべきなのか、なぜ教会に礼拝に行くべきなのか分からなくなってしまうのです。それがすべてではありません。でも、それが現実的に入口になります。それでイエス・キリストの十字架と自分の罪、自分の過ち、自分の弱さなどとマッチできたときに、救いの喜びが与えられます。そして、それを通して、それを入り口にして、今日メッセージを通して申し上げましたように、今まで気づいていなかった根本の方、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らでしたというところにたどり着くようになり、そのために十字架の他には道がなかったのだねというところに導かれるようになるという話をするつもりでした。ですから、ここでもレムナントの皆さん、あるいは大人でも救いの喜びがなかなか理解できない、何かがあるたびについついそれに流されて救いの喜びとは無縁のクリスチャンとして歩んでいるという方々は、素直に自分の過ち、自分の罪、困ったこと、まずいなということをひとつひとつ十字架の前で吐き出してみてください。イエス・キリストがあなたのその罪のために十字架で血を流されました。そのイエス・キリストを受け入れることです。そして、それは実は生まれながら神の御怒りを受けるしかないものだったのでそうなってしまったということが分かるようになるでしょう。救いの喜びが皆さんを支え、皆さんのすべてになることを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ここにいる大事な兄弟姉妹ひとりひとりが、イエス・キリストの血潮によってきよめられ救われた神の子どもであるひとりひとりが悪魔に勝利して、すべて打ち勝つことができる救いの喜びを回復することができるように聖霊様がみことばを通してひとりひとりのたましいに働きかけてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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